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小型テナガエビ類の生活史を解明し資源管理に新知見 

― インドシナ半島の重要な淡水エビ資源の持続的利用に道筋 ― 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

概要                                  

国際農研は、タイ・ウボンラチャタニ大学との共同研究により、インドシナ半島

内陸部の重要な水産資源である小型テナガエビ類 1) のタイ東北部における生活史

（一生の流れ）特性を明らかにしました。本種群は、現地の食文化と生計を支える

身近な淡水エビであり、その持続的な利用には、いつ産卵し、いつから漁業の対象

となるのかといった科学的な情報が不可欠です。  
本研究では、タイ東北部ウボンラチャタニ県内で本種群を 1 年間にわたり毎月採

集し、個体のサイズや成熟状態を解析しました。その結果、小型テナガエビ類は周

年産卵するものの、雨季の中頃 6～8 月に産卵盛期を迎え、乾季の 11～12 月には産

卵が停滞することが分かりました。孵化したエビは、9～11 月から小型未成熟エビ

として漁獲物に現れ始め（加入 2））、翌年 3～5 月には孵化後 1 年未満で成熟し、産

卵することも明らかになりました。  
従来の研究により、小型テナガエビ類が他の熱帯性テナガエビ類と同様に周年産

卵することは知られていたものの、産卵盛期の有無や時期については不明でした。

このため、タイ内陸部で一律に実施されている雨季の禁漁措置が本種群の資源保護

にも有効かどうかは検証されていませんでした。本研究により、同地域の禁漁期間

が本種群の産卵盛期と一致しており、親エビの保護に一定の効果を持つことが示さ

れました。また、小型未成熟エビが 9 月頃から漁獲対象資源に加入し始め、翌年春

に成熟することが明らかになったことから、この期間これら小型未成熟エビの漁獲

を控えることが、さらなる資源管理方策として有効であることが示唆されました。

こうした資源生物学的情報は、対象種群の生活史特性に即した効果的な資源管理方

策を設計するうえで極めて重要であり、インドシナ半島内陸部における小型淡水エ

ビ資源の持続的な利用に貢献することが期待されます。  
 

ポイント 

 インドシナ半島内陸部で重要な水産物である小型淡水エビについて、産卵・

成長・加入を含む生活史を一年を通じて解明。 

 小型テナガエビは周年産卵するものの、雨季の中頃 6～8 月が産卵盛期、乾

季 11～12月が停滞期であることを初めて明示。 

 現行の雨季禁漁措置が産卵親エビ保護に有効であることを確認し、未成熟エ

ビの獲り控えによる新たな資源管理方策を提案。 
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本研究成果は、水産分野の国際専門誌「Fisheries Research」オンライン版（日本時

間 2025 年 10 月 29 日）にオープンアクセスで掲載されました。  
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研究の背景                              

小型テナガエビ類 Macrobrachium lanchesteri 種群は、タイをはじめインドシナ半

島の内陸部において日常的に消費される水産資源であり、オニテナガエビに次いで

重要な淡水産甲殻類です。これらのエビは、農村地域の生計や地域食文化を支える

だけでなく、内水面漁業の持続的発展にも欠かせない資源です。水産資源を持続的

に利用するためには、過剰な漁獲を防ぎ、産卵親や未成熟個体を保護するなどの資

源管理方策の導入が有効ですが、そのためには管理を行う上での科学的根拠となる

諸情報を資源管理者（行政機関や漁業者団体）に提供する必要があります。その基

礎となるのが、対象種の成長、成熟、産卵、そして新たに漁獲対象となる（加入）

時期といった資源生物学的情報です。しかし、本種群の生活史に関する知見は限ら

れており、これまでにミャンマーのエーヤワディー川中流域やタイ北部のメコン川

流域の個体群で、産卵期や雌の成熟サイズが報告されているにとどまります。特に

漁獲対象資源への加入時期や、その後の成長過程はほとんど明らかになっていませ

ん。さらに、タイ東北部に分布する個体群については、生活史全般の情報が欠けて

おり、現地で重要な水産資源であるにもかかわらず、科学的根拠に基づく資源管理

は行われていません。このため、小型テナガエビ類の持続的利用に必要な基礎的情

報の整備が急務となっていました。  
 

研究の経緯                               

タイ東北部に分布する小型テナガエビ類は、生体や鮮度の良い状態では体が透明

で（図 1A）、固定（防腐等の処置）後の標本でも解剖せずに雌の生殖腺（卵巣）の

状態を確認できる特徴があります（図１B）。また、抱卵している雌個体も容易に識

別できます。これらの特性を活かし、年間を通じて雌個体の卵巣発達段階と抱卵の

有無を観察することで、サイズ別の成熟状況の季節変化を把握し、産卵盛期の有無

を明らかにできると考えました。さらに、季節ごとの漁獲物のサイズ組成の変化を

追跡することで、テナガエビ類の成長パターンや、新たに生まれた小型のエビが漁

獲対象資源へ加入する時期を推定できる可能性があります。  
こうした着想のもと、本研究では、タイ東北部ウボンラチャタニ県内の内陸公共

水面において、エビ籠を用いた小型テナガエビ類の周年採集（2022 年 6 月～2023 年

5 月、毎月 1 回）を実施しました。採集個体について成長、成熟、産卵および漁獲

対象資源への加入時期といった基礎的な資源生物学的特性を明らかにし、その知見

に基づき、本地域で重要な水産資源である本種群の持続的利用に向けた資源管理方

策の検討を行うこととしました。  
 

研究の内容・意義                            
1. 卵巣が発達している、または腹部に卵を抱えている成熟雌の最小サイズは、頭胸

甲長 3) 4.6mm でした（図 2 の赤い実線）。雌の頭胸甲長組成と成熟状況の経月変

化から、9～11 月に最小成熟サイズに達していない未成熟雌が多数出現し（図 2
中央の灰色の網掛け）、同年に孵化した個体が漁獲対象資源に加わる「新規加入」

の過程を捉えたものと考えられました。さらに、頭胸甲長組成と成熟割合の推移

から、この新規加入群の雌は翌年 3～5 月（孵化後 1 年未満）に初回成熟を迎え

ることが示されました（図 2 下部の赤い網掛け）。  
2. 最小成熟サイズ（頭胸甲長 4.6mm）以上の雌個体を対象に成熟状況別の割合をみ

ると、成熟雌は年間を通じて出現するものの、その割合が特に高い雨季の中頃 6
～8 月が、本種群の産卵盛期に相当することが分かりました（図 3 左側）。6～8
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月には、最小成熟サイズを超える雌のうち、発達した卵巣を持ち、かつ腹部に卵

を抱えている個体の割合も高く、短い間隔で成熟と産卵を繰り返す多回産卵を行

っていると推定されました（図 3 の赤い網掛け）。一方で、11～12 月には成熟

雌の出現割合が年間で最も低下し、本種群にとって産卵の「停滞期」にあたるこ

とが明らかになりました（図 3 の青い網掛け）。  
3. これらの結果を踏まえると、タイ内陸部の公共水面で種を問わず雨季の 6～9 月

に設定されている禁漁期間は（一部小規模漁業を除く）、本種群の産卵盛期とも

一致しており、親エビの保護に有効な資源管理措置であると評価されます（図 4）。
さらに、9〜11 月に漁獲対象資源に加入する小型未成熟エビについて、翌年春の

初回成熟を迎えるまでの期間、漁獲による減耗を控えることが、本種群の持続的

利用に向けた追加的な資源管理方策として有効と考えられました（図 4）。  
 

今後の予定・期待                           

本研究で得られた、本種群の産卵盛期、新規加入群のサイズや加入時期ならびに

初回成熟までの期間といった情報は、本種群の生活史に即した資源管理方策を検討

するうえで重要な基礎データになります。これらの知見を活用することで、産卵盛

期の親エビ保護による加入乱獲の防止や、小型未成熟エビの獲り控えを通じた将来

的な産卵親エビの確保など、より効果的な資源管理措置の検討が可能になると考え

られます。さらに、本研究で示した成長・成熟・産卵パターンは、同様の小型淡水

エビ資源を利用しているインドシナ半島内陸部の他地域においても、地域特性に応

じた資源管理方策を検討する際の参考となり、将来的には水域単位での持続的な利

用ルールづくりへと発展していくことが期待されます。  
 

用語の解説                              
1) テナガエビ類（Macrobrachium）：日本を含め世界各地で水産資源として利用さ

れているエビの仲間です。浅い海から大陸の内陸部まで 200 種以上が分布して

おり、雄のはさみ脚が長く発達するのが特徴です。東南アジアを中心に盛んに養

殖されているオニテナガエビが最大種で、はさみ脚の先から尾の先まで 1m に達

します。一方、小型種では全長 5cm 程度のものもいます。  
2) 加入：水産資源学の観点では、成長や回遊の過程で漁獲の対象となる段階に達す

ること、動物学では特定の個体群に新たに加わること（新たに生まれる、一定の

サイズや形態に達する、あるいは他の地域から移り住むこと）を指します。小型

テナガエビ類の場合、生まれたてのエビと親エビが同じ環境で暮らしており、生

後 2～3 ヶ月程度で漁獲されるサイズまで成長した段階が「加入」に相当します。  
3) 頭胸甲長：エビの頭の様に見える部分（頭胸甲）の長さで、昆虫で例えると頭と

胸が合わさった部位にあたります。硬くて破損しにくいため、エビの大きさを測

定する際によく用いられます。本種群の場合、頭胸甲長は全長のおよそ 1/5～1/6
です。一般に、食用となるむき身の部分は、昆虫では腹部に相当します。  
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担当研究者の声                            

 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

頭胸甲長
8mm

全長40mm

卵

A

卵巣発達

卵巣未発達

B

図 1 小型テナガエビ類の雌 
A：腹部に卵（薄い黄色）を抱えた生体。  
B：卵巣発達度合いが異なる、固定後の標本。頭

胸甲後部に橙色に透けて見える部分が発達した

卵巣。 
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着任直後に筆者のエビ研究を紹介したところ、

カウンターパートから「値段が高くておいしい

エビだよ」と勧められて、この研究を始めまし

た。丹念に 2000 匹以上のエビを観察すること

で、その暮らしぶりの一端を明らかにできまし

た。学生の頃のタイ旅行中においしさに感動し

たエビを研究対象にして、その資源を増やすた

めの成果を現地に還元でき、感無量です。 「標本の観察の様子」 

図 2 小型テナガエビ類の雌における頭胸甲長

組成と成熟状況の経月変化 
9～11 月に未成熟雌の新規加入（灰色網掛け）、翌年

3～5 月に初回成熟（下部赤色網掛け）、6～8 月に産

卵盛期（上部赤色網掛け）が確認された。赤い実線

は成熟雌の最小サイズ（頭胸甲長 4.6mm）を示す。 



6 

 
図 3 小型テナガエビ類の雌における成熟状況の経月変化  
最小成熟サイズ（頭胸甲長 4.6mm）以上の雌個体を対象に、成熟状況別の割合の推移を示し

た。6～8 月に成熟雌の割合が高い産卵盛期（赤色網掛け）、11～12 月に成熟雌の割合が低下

する産卵停滞期（青色網掛け）が確認された。棒グラフ上のアルファベットが月間で異なる

場合、成熟雌の割合が統計的に有意に異なることを示す（フィッシャーの正確確率検定、

p<0.05）。9 月は大規模洪水の影響で卵の脱落が生じた可能性があるため、検定から除外した。 
 
 

 
図 4 小型テナガエビ類の生活史特性と資源管理方策との季節的な対応関係を示し

た模式図 
円の内側は生活史特性、外側は資源管理方策を示す。既存の全魚種を対象とした雨季の禁漁

期（6～9 月）は、小型テナガエビ類の産卵盛期（6～8 月）と重なっているため、本種群の親

エビ保護にも有効であると考えられた。さらなる資源管理を行う場合、9～11 月に新規加入し

た小型未成熟エビをその初回成熟（3～5 月）まで獲り控えることが有効であることが示唆さ

れた。 


